
愛媛県立松山東高等学校 №１
学校番号（２１）

「グローバル社会に対応する全人教育の実践」
ー　輝かしい伝統を受け継ぎ、新たな創造を切り拓く、人間的魅力のあるグローバル・リーダーの育成　ー

○感動ある授業と充実した個別指導により、確かな学力と高い知性を育てます。

○主体的・対話的で深い学びを実現するとともに、国際的素養を育みます。

○人権意識と協同の精神に根ざした、安心・安全な学校づくりを推進します。

○伝統の継承と創造、部活動の充実を通して、気力・体力・人間性の一層の向上を図ります。

○家庭や地域と連携し、開かれた、魅力ある学校づくりと信頼される学校運営を行います。

領域 具体的目標 評価 次年度の改善方策

家庭学習の充実

自　　　己　　　評　　　価　　　表

教育方針 重点目標

学
校
経
営

学
習
指
導

目標の達成状況評価項目

本校の教育目標及び地域における役割を
全教職員が理解し、その実現に向けて創
意工夫しながら実践に励む。教育業務の自
己評価ポイント平均8.5以上を目指す。

教育目標達成のための実践

生
徒
指
導

教科指導の充実

交通安全指導の充実

基本的生活習慣の確立

事務の適切な執行

※ 評価は５段階（Ａ：十分な成果があった　Ｂ：かなりの成果があった　Ｃ：一応の成果があった　Ｄ：あまり成果がなかった　Ｅ：成果がなかった）とする。

集団生活に必要な規範意識の高揚を図り、自律する
能力を培い、基本的生活習慣をより一層自分に合っ
たものにできるよう具体的な行動目標を設定し、実行
させるよう指導していく。１か年皆勤率を60％以上と
し、10分前行動の徹底を図る。

本校数値目標にも掲げられている一日平
均１・２年生180分、３年生330分以上の主
体的な家庭学習の習慣化を目指す。

Ａ

Ｂ

円滑な組織運営

業務の精選と情報の共有化を図り、連携協
力しながら自己の役割を確実に果たす。教
育業務の自己評価ポイント平均8.5以上を
目指す。

生徒の授業評価ポイント8.0以上を目指すと
ともに「えひめ教育の日」を中心に教員の
相互授業参観や公開授業を充実させる。

Ａ

Ｂ

通学マナーについての校外からの指
摘は減少したが、交通事故の件数に
ついては、24件で目標を達成できな
かった。その内の多くが交差点での
接触事故である。事故処理は、適正
にできていた。

Ｂ

Ｂ

学校と保護者・地域の方々との連携を深め、安全通
学への啓発活動を積極的に推進していくとともに、交
通ルールの遵守とマナーアップの向上を図る。特に
「自分の身は自分で守る」の教訓を生かし、年間の交
通事故の件数を15件以下にするよう指導する。

保護者・地域の信頼が得られるよう、安全・
安心な教育環境の充実に努める。長期を
見通した、施設設備の維持管理と計画、公
費と私費のより効果的な予算計画、執行に
よる学校経営に取り組む。

Ｃ

家庭学習の量を増やすだけでなく、質を高める
ために、家庭学習の在り方を検討するとともに
学習指導要領の改訂に伴った授業改善を行う。

毎月の運営委員会と職員会議におい
て示達した結果、重点努力目標の共
通理解が図られ、ほぼ目標を達成す
ることができた。
（教職員の自己評価ポイント8.7）

目標に対する共通理解と協力態勢が
できており、円滑に校務を遂行するこ
とができた。
（教職員の自己評価ポイント8.8）

生徒の健康、安全を第一に施設整備
の見直しを行い、できる箇所から計画
的に整備を行っている。公費と私費の
より効果的な執行に努めることができ
た。

家庭学習時間は、一日平均１年生
は194分、２年生218分で、目標を
達成できた。３年生は305分で、
330分以上の目標を達成することは
できなかった。

「えひめ教育の日」や「えひめイ
ンタラクティブ学習フェスタ」等
の機会を利用し、相互授業参観を
積極的に実践した。
（生徒の授業評価ポイント9.0）

1 高い知性と豊かな創造性を身に付け、新しい文化の発展に貢献
  する人間を育成する。

2 高い道義心と公正な判断力を身に付け、人類の福祉増進に寄与
　する人間を育成する。

3 たくましい気力・体力を身に付け、平和な国家社会の実現に努
　力する人間を育成する。

登校に関しては10分前登校を呼びか
けたが、守れていない者がいる。また
1か年皆勤率60％以上を達成すること
はできなかった。

電子黒板の効果的な活用の研究を継続する。ま
た新学習指導要領において言及されている「主
体的・対話的な深い学び」を実践し、さらなる
授業の質の向上を図る。

交差点での事故を減らすために、一時停止や徐行
など交通規則の順守を徹底させ、事故件数を15件
以下に減らす。また、公共交通機関での乗車マナー
の向上のための教育を行う。

開始５分前には教室に入室できるよう、生徒に呼び
かける。「朝の読書」時には、全員が登校できている
よう指導する。身だしなみについては、生活自律週
間において、意識を高める指導を行う。

生徒、保護者、地域の期待に応え、魅力ある学校づ
くりと地域貢献に努める。また充実した教育活動や
先進的な授業法の研究に取り組み、県立高校のオ
ピニオンリーダーとしての役割を果たす。

校務分掌における業務の精選と円滑な会議運営を
図るとともに、校務支援システムの効果的な運用に
より、さらなる省力化を推進する。

長年取り組めていない整備を含め、本年度に引き続
き、長期を見通した予算計画、執行による積極的な
学校経営に取り組む。



愛媛県立松山東高等学校 №２
学校番号（２１）

領域 具体的目標 評価 次年度の改善方策

保健講話を開催し、健康に関する知識を
向上させるとともに、自ら管理・改善してい
く実践力を身に付けさせる。 B

本校生徒の実情、本校生徒の抱える問題を把握した上
で、より必要性の高い保健講話を実施する。

進
路
指
導

学校行事の特性や狙いを明確にし、本校ならではの
伝統的な校風を継承・発展させる。また、集団の中
でリーダーシップやフォロアーシップを発揮させると
ともにマナーアップを図る。そのために生徒が学習
活動や部活動とのバランスをとり、積極的に取り組
めるような支援も行っていく。

東京大、京都大等の国立難関大学、国公
立大学医学部医学科の合格者数80以上
を目指す。現役生の合格者数では、国立
難関10大学50名以上、国公立大学医学
部医学科10名以上を目指す。

早稲田、慶応、関関同立等、　私立難関
大学延べ合格者数250名以上を目指す。

目標の達成状況評価項目

C

東京大の合格者数は１名、京都大の合格者
数は６名であった。国立難関大学と自治医
科大学を含めた国公立医学部医学科の合
格者はそれぞれ56名と17名であり、難関大
合格数は73名である。現役生の合格者数は
国立難関10大学51名、国公立医学部医学
科７名と健闘した。

国公立大学合格者数250名以上を目指
す。

ホームルーム活動の充実

B

生徒会執行部の役割を明確にし、さらに自主的な活
動ができるように支援していく。そのためにも特活課
員との連携をさらに深めていくことが必要である。ま
た、生徒会委員会をより活性化し、より生徒が主体と
なった生徒会活動が展開されるよう支援していく。

二次力向上に向けて、基礎基本の定着を早期に図る。
そのため、各学年における弱点教科、特に数学や理科
の理系科目の改善を早期に行う。二次の学力を養うた
め、過去の入試問題の対策を行い、個に応じたきめ細
やかな指導を行う。また、少々のスランプにも負けない
精神力を育成し、基本的生活習慣を確立する。コミュニ
ケーション力の育成を図り、小論文対策を充実させる。
目標を高く持たせて、学習する意欲や態度を醸成させ
る。

早稲田７名、慶応３名、国際基督教１名、同志
社30名、立命館69名、関西35名、関西学院29
名であった。私立難関大延べ合格者数は204
名で、目標達成率は82%である。早稲田、明
治、同志社、立命館の合格者を減らしたこと
が、主な原因である。

私立難関大合格者は、国立難関大志望者でもある。目
標の難関国公立大の合格に向けて、センター試験対策
では各教科ともバランスのよい学習をさせること、二次
試験対策においては国数英の各教科において、論理的
思考力を身に付けさせるなど、受験教科を早くから絞ら
せないようにする。

生徒会活動の充実

生徒会役員と特活課員との連携がとれてお
り、より風通しのよい実りある活動がなされ
ている。それぞれの生徒会委員会の活動も
生徒主体の活発な活動がなされている。

進学指導の充実

※ 評価は５段階（Ａ：十分な成果があった　Ｂ：かなりの成果があった　Ｃ：一応の成果があった　Ｄ：あまり成果がなかった　Ｅ：成果がなかった）とする。

B

国公立大合格者数は241名で、昨年より減
少した。現役生が中堅大学で苦戦したこと
と、浪人生の人数減が主な原因である。

基本事項を正確に把握し、題意を正しく把握するための
読解力を養うことなど、基礎・基本の定着に向けて指導
を徹底し、岡山大・広島大等の中堅大学の受験者数・合
格者数を増やす。センター試験と二次試験のバランスを
考えた指導を心がける。

道徳教育や人権教育など柱となるホームルーム活動を
より充実させる。そのために人権教育課との連携をさら
に深めていく。より計画的かつ系統的な活動が展開され
るように学年主任や各ホームルーム担任を支援する。

特
別
活
動

生徒の健康状態を確実に把握し、事後措
置を徹底する。生徒保健委員会活動を充
実させ、クラスのリーダーとなる生徒を育
成するとともに、全校生徒の健康に対する
意識・関心を向上させる。健康教育の充実

部活動を通じてより深い人間関係を構築させる中で
より専門的な知識・技術および総合的な人間力を身
に付けさせる。また、学習活動や学校行事との両
立・バランスを考慮しながら顧問と生徒が一体となっ
た質の高い文武両道が実践できるよう援助してい
く。県総体出場者数300人以上、四国大会15種目以
上、全国大会10種目以上出場を達成する。

保
健
・
安
全
管
理

学校行事の充実

部活動の充実

主権者教育など新しい内容を研究し、さらに発展し
た活動が展開されるよう担任を援助するとともに、生
徒の自発的・自治的活動を助長し、より良い人間関
係を形成できるホームルームを確立する。

特活課員と生徒会執行部との連携をより密にし、より緊
密な関係を構築する。生徒会委員会では、生徒が主体
的に活動するよう促す。

B

天候不順や災害の影響により実施できな
かった行事があるが、 本校の伝統を引き継
ぎながらも時代に即した学校行事を目指し、
生徒会が積極的に活動している。

２年続けて実施できなかった学校行事の継承をしっかり
と支援する。また、部活動とのバランスに留意し、学校
行事に参加しやすい環境を整えるために、部顧問とも
連携していく。

B

Ａ

各ホームルーム担任の創意工夫とリーダー
になった生徒のアイデアにより、本校の特長
を生かした活動が概ね展開されている。ま
た、この活動を通して、より良い人間関係を
構築することができている。

各部員たちのリーダーシップにより、生徒主
体の充実した部活動が行われている。県総
体出場者数は317名、四国大会17種目、全
国大会14種目となり、数値目標を全て達成
した。

本校伝統の「質の高い文武両道の実践」を継承してい
く。そのために顧問と生徒との意思疎通を深め、本校の
「部活動における方針」をもとに「効率的な活動」を推進
していく。また、総合的な人間力の育成に重点を置き、
毎日の活動を充実させる。Ａ

６月に本校卒業生である井門恵理子先生に
よる保健講話を行った。事後アンケートで、
ほとんどの保護者・生徒が役に立つ内容
だったと回答しており、今後に生かしていけ
る内容であった。

B

健康診断、保健調査、面談等を通し、生徒
の健康状態の把握に努めた。生徒保健委
員会については、年間を通して様々な活動
に取り組ませたが、やや主体性に欠ける面
も見られた。

生徒の健康状態については、校務系をできるだけ活用
し、担任との連携を密にする。保健委員会活動において
は、生徒が主体的に運営するよう促す。



愛媛県立松山東高等学校 №３

学校番号（２１）

領域 具体的目標 評価 次年度の改善方策

清掃活動を徹底し、校内美化に努める。
また、美化委員会活動を中心に美化意識
の高揚を図り、生徒が主体的に清掃活動
に取り組むことを目指す。

Ｂ

美化委員会活動を強化し、自主的な校内の美
化意識を高める。また、清掃監督の徹底につ
いて、さらなる協力を求める。

施設の点検・整備を日常的に行う。また、
職員・生徒共に徹底してごみの分別を行
い、ごみの減量化に努める。

Ｂ

施設設備や清掃用具に関して、こまめな点検
を管理責任者に呼びかける。また絶えずごみ
の分別を呼びかけ、意識を高める。

管理責任者を中心に、それぞれの担当場
所の管理と環境整備を徹底する。

Ｂ

各管理責任者は適切な美化意識を持って担当
場所の管理を徹底する。スリッパの整理につ
いてはホームルーム活動や集会等での美化
委員からの呼びかけを増やす。

危機管理マニュアル・防災避難訓練の
あり方を随時見直し、発災時を想定し
た地域との連携を図り、安全な学習環
境の構築と安全教育に努めて、災害・
事件・事故発生時に迅速・的確に対応
できるようにする。

A

危機管理マニュアル、防災避難訓練の在り方
を随時見直すとともに、教職員間で知識を共有
できるしくみを作る。地域との連携を図り、防災
意識の高揚と安全な学習環境の構築に努め
て、災害、事件、事故発生時に迅速かつ的確
に対応できるようにする。

危機管理の徹底

管理場所の施設、設備の安全への
留意に関してはほぼできていた。し
かし、ごみの減量化に関しては、さ
らに対策をとる必要がある。
（教職員の自己評価ポイント8.2）

日々の清掃活動のおかげでほとん
どの場所の環境整備がなされてい
るが、若干、改善が必要な場所も
見られる。

放送部による清掃５分前のアナウ
ンスにより、概ね清掃へのとりかか
りが早かった。
（教職員の自己評価ポイント8.7）

配布資料の回数も増やして質も充実する。各
学年の人権推進委員より、本校における人権
教育の取組と課題について報告し、さらなる人
権教育の質の向上を図る。

特別支援教育校内委員会を２回実施し、個
別の教育支援計画、個別の指導計画に沿っ
て２人の生徒の支援を行った。また、保護者
連絡会を５回開催し、保護者の思いに寄り
添った支援に努めた。さらに、特別支援教育
に係る職員研修会を１回実施した。

「部落差別の解消の推進に関する法律」
の趣旨と内容を生徒・教職員に周知徹底
させる。

教育相談の充実

Ｂ

「部落差別の解消の推進に関する
法律」の趣旨と内容の周知徹底に
努めた。
（生徒の自己評価ポイント8.1）
（教職員の自己評価ポイント9.0）

教育相談課、学年団、臨床心理士の連携を一層密
にし、悩みを抱えた生徒・保護者への迅速かつ丁寧
な対応に努めることで、問題の深刻化を防止すると
ともに、早期解決を目指す。また、登校支援対象生
徒へのよりよい支援の在り方についても検討する。

特別支援教育校内委員会の機能を十分に発揮させ
ることで、個々の生徒のニーズに対応する方法を検
討するとともに、チームを組んで生徒の支援にあた
る。また、専門家による研修会を通して、生徒理解
の知識と実践力を高める。

Ｂ

※ 評価は５段階（Ａ：十分な成果があった　Ｂ：かなりの成果があった　Ｃ：一応の成果があった　Ｄ：あまり成果がなかった　Ｅ：成果がなかった）とする。

新聞記事を中心に人権に関する資料作
成に力を入れ、教職員に配布する。

保
健
・
安
全
管
理

人
権
教
育

人権問題学習の充実

引き続き「部落差別の解消の」推進に関する法
律」の趣旨と内容の徹底を図る。さらに生徒の
人権意識を高めるためにフィールドワーク等の
活動を提供する。

危機管理マニュアルの見直し、備
蓄品の入れ替え、危険個所のリス
トアップと補強、防災の日だより発
行、また避難所開設に向けての地
域との連携等、学校安全を推進す
ることができた。

評価項目 目標の達成状況

環境の整備と美化の推進

Ｂ

人権教育研修会の充実

定例会を11回開催し、学年団と協力した組
織的な取組ができた。また臨床心理士のカ
ウンセリングを17回、延べ24人の生徒・保護
者に実施することで、迅速かつ丁寧な対応
ができた。さらに、年間３回のアンケートで
は、24人の生徒への面談を実施した。

定例会並びに臨時の会において生徒の状況を協議
し、学年団と協力して組織的に対応する。また、臨床
心理士によるカウンセリングを計画的に実施し、面
談内容を共有するとともに、アンケート調査を学期に
１回実施し、生徒の悩みに対して早期対応を図る。

生徒が自己肯定感をもって、安心して学業や
部活動等に取り組み、自己実現を図ることが
できるように、特別支援教育校内委員会や職
員研修会等を通して、生徒について共通理解
を図るとともに、生徒理解に関する知識や技
術の習得に努める。

Ｂ

生徒、教職員対象の「人権NEWS掲
示板」は定期的に発行できた。



愛媛県立松山東高等学校 №４

学校番号（２１）

領域 具体的目標 評価 次年度の改善方策

各媒体とも、定期的に更新または
発行されており、保護者に生徒の
活動状況を伝えることができてい
る。特に「ホームページ」は毎日更
新しており、日々の閲覧者も多い。
SGHのページも充実している。

本年度実施した内容を継続する。特に「ホー
ムページ」は多くの目に触れる媒体であるた
め、適切な発信内容を精査すると同時に、本
校の魅力をより伝えることができるよう更なる
内容の充実を図りたいと考えている。

目標の達成状況評価項目

総合教育センター主催の講座別研修への参
加を多くの教職員に促し、研修の機会を増や
す。

総務・文化・生活指導・保健厚生・進路指
導の各委員会の活動が理事を中心に意
欲的に行われており、今後は一般保護者
が参加しやすい活動を模索する。今年度
は創立140周年にあたり、活動の益々の
活発化を図ることで、生徒にとってより良
い教育環境を作ることを目指す。

Ｂ

研究授業を各教科2回実施した。教
育機器を利用した授業が数多く行
われた。その後、さらなる授業改善
について話し合うため教科会を実
施した。

各教科において、新学習指導要領で言及さ
れている「主体的・対話的で深い学び」を行う
ことに役立つ指導法の研究を行うよう促し、
授業改善に努める。

Ａ

学校訪問に積極的に参加すること
を促し、授業改善に役立つ機会を
多く設けた。さらに教科会で情報共
有をした。

校内研究授業を各教科、原則として、年２
回実施し、情報交換するよう呼びかける。
相互授業参観週間を年２回実施し、１人４
回以上の授業を参観する。

※ 評価は５段階（Ａ：十分な成果があった　Ｂ：かなりの成果があった　Ｃ：一応の成果があった　Ｄ：あまり成果がなかった　Ｅ：成果がなかった）とする。

「ホームページ」「明教通信」「明教便り」に
よって、保護者に必要な情報を確実に伝
えるとともに、生徒の学校内外での活動
状況をよりこまやかに伝え、本校保護者
に加え、本校進学を考える子ども及び保
護者にも、本校教育への興味を喚起す
る。

各委員会とも年間を通して意欲的
に活動が行われた。ほとんどの保
護者がＰＴＡ活動へ高い理解をして
いただいている。これも、役員を中
心に充実した活動を実施していた
だいたおかげである。

来年度以降は140周年行事で構築したノウ
ハウを生かし、今まで以上にＰＴＡ役員研修
や文化祭での催しにおいて、本年度行った
改善を更に検討し、より良い活動を展開して
いきたい。

Ｂ

校外研修の充実

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

現
職
教
育

他校への学校訪問と授業公開への参加
を呼びかけ、積極的な参加を促す。さらに
その報告会を実施することで、情報の共
有を促す。

Ｂ

ＰＴＡ活動の充実

校内研修の充実

図
書
活
動

読書指導の充実

図書館活動の活性化

「朝の読書」を継続して実施するとともに、
図書委員による「読み聞かせ」をさらに充
実させ、読書会を活発にする。

啓発活動を継続して行い、一人一か月２
冊の読書を奨励し、学校全体で年間
20,000冊以上の読書を実践する。

委員会活動を活発にし、毎月発行の「図
書館だより」や年３回発行の「図書館報」
の内容充実を図り、図書館活動を活性化
させ、生徒・教職員の図書館利用を増や
す。

「朝の読書」の一層の充実を図り、合わせて
教職員にも「朝の読書」を広めていきたい。

継続して啓発活動を継続的に行うとともに、
各種イベントへの参加も呼びかけていきた
い。

教職員の図書館利用の啓発を活発に行いた
い。

Ａ

Ａ

Ｂ

「朝の読書」の日常化が図れ、「読
み聞かせ」も定着してきた。

学校全体で年間22,412冊の読書を
達成することができた。

委員会活動の充実により、積極的
に図書館を利用する生徒が増えて
きた。


